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頁 誤 正 
P４（3径間連続ﾊ゚ ｲﾌ゚ ﾋ゙ ﾑー）－20
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2.3  (2)  1) 
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P9（添架）－9 
3.1  (1)  2)  (b) 

Rhf = n･Rhm = 4×650= 2.6×103 N 
ここで，n:可動支点数 4箇所 

Rhf =WV･L1･μ=1.30×103 ×16×0.1 
   =2.08×103 N 
ここで，L1:可動部が鉛直荷重を支持する添架長さ 
 L1 = 4/2 + 3×4 + 2 = 16m 

P9（添架）－14 
2)  (a)  a)   

・水平荷重・・・・ 
ここでRhf : 管軸方向荷重2.6×103 N 
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・水平荷重・・・・ 
ここでRhf : 管軸方向荷重2.08×103 N 
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P9（添架）－15 
 

・合成応力度の照査 
σT = σV + σH = 7+8 = 15N/mm2＜σbca = 137N/mm2 

・合成応力度の照査 
σT = σV + σH = 7+6 = 13N/mm2＜σbca = 137N/mm2 

P9（添架）－15 
b) ブレース N1084.1
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・ブレースの軸応力度 
 引張応力度 
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 圧縮応力度 
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・ブレースの軸応力度 
 引張応力度 
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P10 （移動量の計算） －2 

2) 
・地震動レベル 1 

  UR1=20mm、UR2=25mm 

∴U= ± 22
25+20 = ±32mm > ±20mm 

 ・地震動レベル 2 

   UR1=40mm、UR2=50mm 

∴UR = ± 22
50+40 = ±64mm > ±20mm 

・地震動レベル 1 

  UR1=20mm、UR2=25mm 

∴U= ± 22
25+20 = ±32mm 

・地震動レベル 2 

   UR1=40mm、UR2=50mm  

∴UR = ± 22
50+40 = ±64mm 

ITO
新規スタンプ
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７.ア－チ材取付部の検討 

(1)作用力 

           作用軸力：Ｎ（部番70，節点26より） 

           水平分力：Ｈ＝Ｎ･cosθ                       

           鉛直分力：Ｖ＝Ｎ･sinθ       

      作用角 ：θ＝35.99ﾟ 

             表 7－1 作用力 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｎ 

（×10３N） 

Ｈ 

（×10３N） 

Ｖ 

（×10３N） 

1 854 691 502 

10 1245 1007 732 

20 1110 898 652 

 

(2)水平分力に対する検討 

             表 7－2 溶接長 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｈ 

（×10３N） 

Ｓ lw 

(mm) 

1 691 1.00 360 

10 1007 1.25 420 

20 898 1.50 312 
 

７.ア－チ材取付部の検討 

(1)作用力 

           作用軸力：Ｎ（部番70，節点26より） 

           水平分力：Ｈ＝Ｎ･cosθ                       

           鉛直分力：Ｖ＝Ｎ･sinθ       

      作用角 ：θ＝27.635ﾟ 

             表 7－1 作用力 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｎ 

（×10３N） 

Ｈ 

（×10３N） 

Ｖ 

（×10３N） 

1 854 757 396 

10 1245 1103 577 

20 1110 983 515 

 

(2)水平分力に対する検討 

             表 7－2 溶接長 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｈ 

（×10３N） 

Ｓ lw 

(mm) 

1 757 1.00 394 

10 1103 1.25 460 

20 983 1.50 341 
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(3)鉛直分力に対する検討 

2)リングの変形量 

            表 7－4 リングの変形量 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｐv 

（×10３N） 

δ 

（mm） 

Ｒ/500 

（mm） 

1 167 0.12  

0.80 10 244 0.18 

20 217 1.06 

3)リングの応力度 

          表 7－5 リングの応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｐv 

（×10３N） 

Ｍv 

（×105Nmm） 

Ｎv 

（×10３N） 

Ｓv 

（×10３N） 

1 167 160 －40 －84 

10 244 233 －58 －122 

20 217 208 －52 －109 

          表 7－5 リングの応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

σi 

（N/mm2） 

σ0 

（N/mm2） 

Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 39 －68 140 

10 56 －99 175 

20 50 －88 210 
 

(3)鉛直分力に対する検討 

2)リングの変形量 

            表 7－4 リングの変形量 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｐv 

（×10３N） 

δ 

（mm） 

Ｒ/500 

（mm） 

1 132 0.10  

0.80 10 192 0.14 

20 172 0.13 

 

          表 7－5 リングの応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｐv 

（×10３N） 

Ｍv 

（×105Nmm） 

Ｎv 

（×10３N） 

Ｓv 

（×10３N） 

1 132 126 －32 －66 

10 192 184 －46 －96 

20 172 165 －41 －86 

表 7－5 リングの応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

σi 

（N/mm2） 

σ0 

（N/mm2） 

Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 31 －54 140 

10 44 －78 175 

20 40 －70 210 
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8－20 

 表 7－5 リングの応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

τr 

（N/mm2） 

Ｓ・τa 

（N/mm2） 

1 13 80 

10 18 100 

20 16 120 

表 7－6 リングの軸方向応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｈ 

（×10３N） 

σt 

（N/mm2） 

Ｓ Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 691 27 1.00 140 

10 1007 39 1.25 175 

20 898 35 1.50 210 

表 7－8 リングの合成応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

内圧 σH 

（N/mm2） 

σL 

（N/mm2） 

τ 

（N/mm2） 

1 静水圧 39 －48 32 

水撃圧 －62 

10 静水圧 56 －56 47 

水撃圧 －70 

20 静水圧 50 －21 42 

水撃圧 －35 
 

 表 7－5 リングの応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

τr 

（N/mm2） 

Ｓ・τa 

（N/mm2） 

1 10 80 

10 15 100 

20 13 120 

表 7－6 リングの軸方向応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

Ｈ 

（×10３N） 

σt 

（N/mm2） 

Ｓ Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 757 29 1.00 140 

10 1103 42 1.25 175 

20 983 38 1.50 210 

表 7－8 リングの合成応力度 

荷重 

ｹ－ｽ 

内圧 σH 

（N/mm2） 

σL 

（N/mm2） 

τ 

（N/mm2） 

1 静水圧 31 －50 32 

水撃圧 －64 

10 静水圧 44 －63 47 

水撃圧 －77 

20 静水圧 40 －59 42 

水撃圧 －73 
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  表 7－8 リングの合成応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

σR 

（N/mm2） 

Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 94 175 

104 224 

10 127 203 

136 224 

20 96 224 

104 224 
 

  表 7－8 リングの合成応力度（続き） 

荷重 

ｹ－ｽ 

σR 

（N/mm2） 

Ｓ・σa 

（N/mm2） 

1 90 175 

101 224 

10 124 203 

134 224 

20 113 224 

124 224 
 

 




